
代表画像

先、他社から知財権侵害の警告を受ける事態が発生。

当時は顧客指定の仕様で製造していたが、その知財権

を持つ企業から警告を受けたため、弁理士と相談し知

財権に触れない仕様に急遽変更して回避した。それ以

後は、設計段階から先行技術を調査し、知財権の侵害

がないことを確認してから、営業・技術・知財の各担

当が連携することで、市場への流通前に他社を超える

独自の知財権を開発・権利を取得するといった体制を

構築している。

知財権の取得後は、カタログやパンフレット、ウェブ

サイトに特許・意匠の登録番号を明示するなど、自社

の技術力を積極的に打ち出すようにしている。重森代

表は「多くの顧客は品質＋知財権＋価格を総合的に評

価してくれている」と話す。商品は価格だけではなく、

知財が発揮されている機能性・快適性・安全性でも評

価されるようになったことで、高付加価値の商品とし

て販売力を強化することができた。同時に、市場にお

ける模倣品を抑制できているとも感じている。また、

当社商品は組立が難しい素材が多く、生産に高度な技

術が必要であるが「本社工場は、仕様書・パターン作

成・工程設計を行う技術者の育成と、日本国内でのセ

ル生産を行うマザー工場として活動しており、技術者

が海外工場へ定期的に訪問指導した結果、ベトナムの

当社は広島市にて1957年に重森製帽所を創業して以来、

約70年にわたり帽子やインナーネットなど衛生機能に

特化した商品を企画・生産する老舗メーカーであり、

2020年7月に本社・工場・商品センター全てを広島市安

芸区の事業所に集約し、同時に新ビルを竣工した。製

品は高い機能性と快適性を追求した『eXwhite®』と、

店 舗 向 け に 使 い や す さ と 耐 久 性 を 実 現 し た

『eXcolor®』ブランドを展開し、食品や医薬など高い

衛生管理が要求される様々な現場で活用されている。

また、社内研究室では迅速な分析や調査を行い、専門

機関と連携して研究や開発を行っている。

当社が知財取得を意識し始めた契機は、価格競争で

あった。以前のOEMやODM専業時代は、自社開発の商品

を提案し、顧客から発注を受けて数年経過すると、低

価格のコピー品を販売する競合が現れ、発注価格の引

き下げを求められていた。模倣されるものを作る限り

価格競争は避けられないため、そうした状況を打破す

るべく、自社独自の技術を権利化する方向に舵を切っ

た。知財権取得に向けて、重森代表自らが発明協会や

ウェブサイトで弁理士を探し、一番相性が良い弁理士

と相談しながら知財権を保護する対策を進めていた矢
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工場は日本とほぼ同じレベルになっている」と、今後の

海外展開についても前向きにとらえている。

知財取得で最も苦労したのは、出願に必要な資料作成

だった。重森代表は「弁理士から『より詳細な資料が必

要』と言われたが、市販の温度計や重量計、ノギス測定

しか知らず、専門的な調査方法を探すことに苦労してい

た」と当時を振り返る。そんなある日、突然来社した中

国地域創造研究センターの担当者に悩みを相談したとこ

ろ、広島県立総合技術研究所の存在を教えてもらい、事

態は好転する。広島県内の中小企業へ技術支援を行う同

研究所は、最新設備を備え、専門家が調査方法を指導し、

測定に立ち会い、技術資料等の作成支援をしてくれた。

これにより、出願に必要な資料を作成することができた。

この経験から、専門機関への相談訪問だけでなく、自社

内に温度湿度ロガー、サーモグラフィ、静電気測定器、

風速計、マイクロスコープ等の機器を導入。それらを運

用することで、データの測定記録が行なえる体制を備え

た社内研究室の設立にも至った。

「思いついたことをA4用紙に書き出し、あとから見返す

とアイデアがどんどん膨む。ネタはどこにでも転がって

いる。その気づきを大事にしたい」と重森代表は語る。

また当社では、商品の改善や、生産効率、社内環境の改

善提案を「こうでした」「こうしました」と、僅か2行

で書いて提出すると表彰される『チョコ案』制度を取り

入れている。他にも、月末食品プレゼントと称し、顧客

が生産する美味しい食品を毎月末に社員に配布しており、

社員の自社に対する品質と改善意識の向上に貢献してい

る。「この社風が『自信をもって顧客に出せる商品を作

るまで諦めないこと』という粘り強い開発姿勢につな

がっている」とも語った。

過去には、苦労して知財権を取得して試験配布をしたものの、

市場の反響が少なく販売を諦めた商品もあった。「出した時期

が早過ぎたことで、市場のニーズが確立していなかったため、

まったく売れなかった。しかし、10年ほど前に出願した意匠権

で、最近になって需要にマッチしてきたものもある」と重森代

表が語るように、過去に取得していた知財が時代の潮流にマッ

チし、改めて価値を発揮し始めることがあるそう。「どんなア

イデアも、時代の変遷の中で必要とされる時期が来るかもしれ

ない。10年先を見据えた戦略も必要になってくるはず」と重森

代表は続けた。
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手作業による高い技術力と先端設備が融合し、高品質な衛生用品が作られている これまでに取得した知財は同社の財産であり、今後の事業拡大の礎になっていく
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